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光線 としての言葉 、あるいは可視化 された世界
   ― シュレーバー と自然科学と心霊学―
熊 谷 哲 哉
はじめに
 ダニエル ・パ ウル ・シュ レーバー は、1842年 著名な整形外科 医であ り教育家 ・体操家 と
して も知 られていた、ダニエル ・ゴ ッ トロープ ・モー リツ ・シュ レーバー(1808～1861)
の次男 として ライプツ ィヒに生 まれた。ライプツィヒ大学法学部 を卒業後、裁判官 として
活躍するが、心身の不調 のため入院。1894年 ふたたび病状 が悪化 し、 こののち約8年 半
にわたって、ライプツィ ヒ大学精神科教授パ ウル ・エー ミール ・フレックシヒの もとで入
院生活を送 った。 この時期 に彼 は、 さまざまな幻想や神 の奇跡一 それ は とりわけ神 との
「神経接続 」お よび 「脱男性 化」とい う言葉に代表 される  を体験 し、そこか ら得 られた新
たな宗教的世界観 を 『あ る神経病者の回想録』 とい う表題の下にま とめ、退院後の1903
年に出版 した。1
 この本が出版された当時の状況についても、若干の説明をしておく必要があるだろう。
シュレーバーの本を出版 したオスヴァル ト・ムソツェ社は、オカルティズムを中心 とした
多くの本や雑誌 『心霊研究』の発行元であり、 ドイツにおける心霊主義の一大拠点 として
知られていた。2
 心霊主義、あるいは心霊学は、メスメ リズムのよ うに、すでに19世 紀以前か ら流行 し
てお り、ルー トヴィヒ ・ビュー ヒナー(1824～1899)や マル クス(1818～1883)の よ うな
唯物論者 によつて、批 判 ・嘲笑 されてきた。
i『 あ る 神 経 病 者 の 回 想 鋤(以 下 『回 想 録1)に つ い て はSchreber, Daniel Paul=Denkw?digkeiten
eines Nervenkz-anken. Hrsg. von Gerd Busse―Psychosozial Uerlag―Gieﾟen.2003,を参 照 した 。
2Vgl. Linse, Ulrich:Das Buch der Wunder und Geheim wissenschaften―ln:Das b  wegte Buch.
Hrsg. von Mark Lehmstedt u. Andreas Herzog. Wiesbaden.1999,5.239ff.
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 しか しながら19世 紀後半および世紀転換 期において、それは衰退に向か うよりむ しろ
最盛期 を迎えよ うとしていた。英国においては、1873年 ごろにフレデ リック ・マイヤー
ズ(1843～1901)が つ くった心霊研究サークル を母体 として、1882年 に 「心霊研究協会J
(SPR)が 発足 した。 SPRに は心霊学専門の研究者だけでなく、物理化学者 ウィリアム ・ク
ル ックス(1832～1919)や 哲学者 ウィ リアム ・ジェイムズ(1842～1910)、 物理学者のオ
リバー ・ロッジ(1851～1930)な ど、 当時世界的に著名な研究者たちが参加 していた。
 この よ うな動 きは、英国だけにとどま らず、フランスにおいて もカルデ ック(1804～
1869)や フラマ リオン(1842～1925)ら による心霊研 究が流行 し、ドイツではもともと批判
的な立場だ った ものの、の ちに共鳴す ることになったカール ・デ ュ ・プ レル(1839～1899)










議論の中で考え、シュ レー バーの 『回想録』が同時代の知識人たちが考えていた理論ない
しイメージを、 どのように共有しているのかを探ることにある。それはとりもなおさず、
世紀転換期を生きた知識人たちのメンタリティを映し出すことにもなるだろう。
1.神 経 に語 りかける光線










 シュレーバー は神の神経 が、能力を発揮するさいに光線 と呼ばれ ると述べているが、シ
ュ レーバーのも とにや って くるのは、神の光線 ばか りではない.シ ュ レーバーによれば死
後人 問の神経― ―人間の精神活動はすべて神経 のなかにある一 は、神 によって抜 き取 ら
れ、浄化 を経て、神 の世界へ と導かれ る。つま り死者の神経 は、魂 として神の一部 をなす
ことにな るわけだが、 ここに集 っている魂たちもまたシュレーバ ーの元へ と飛来 して、彼
の神経へ と絶 え問な く語 りかけるのだ。 このよ うな現象をシュレーバー は 「神経接続」と









































のを見出すことができるだろうからだ。例 としてこれ らを挙げておく。ヘッケルの 『自
然創造史』、カスパ リの 『人間の原史』、デュ ・プ レル の 『宇宙の発達史』、メー ドラー
の 『天文学』、カール ス ・シュテルネ の 『生成 と消滅』、ヴィルヘル ム ・マイヤーの雑誌
『天 と地の間』、 ノイマイヤーの 『地球の歴 史』、 ランケの 『人類』、エ ドゥアル ト ・フ
オ ン ・ハル トマ ンの哲学的論文の うち、 とりわけ雑誌 『現代』 に掲載 された もの等。7
また、シュレーバーはこの箇所以外にも、自らの病状をクレペ リンの精神病理学教科書
を参考に分析 した り、8モ ー リツ ・シュ レーバーの 『医療的室内体操』 を参照 した りも し
て い る。9
7ebd―Anm.36.こ こ で シ ュ レー バ ー が 挙 げ て い る 文 献 に 関 し て 、 書 誌 情 報 を 補 完 して お く。
Haeckel, Ernst(1834^-1919)Naturl兤he Sch?iungsgeschichte. Berlin.1868.
Caspar? Otto(1841^-1917) Urgeschichte der Menschheit.1873.
du Prel, Caxl(1839～1899)二 」劭 孟勝ワ―ck/ungsgeschichﾘdes Weltalls.1883―
von M?lier, Johann He瀟r瀋h(1794～1874):Tdtunderbau des Weltalls, oderpopul艨¥'reAstronomie.
7×61.
Sterne, Carus(1839～1903)二Werdenロη(ノVergehen.1876.
Meyer, Wilhelm Max(1853^-1910)=Hunmel undmord .(Zeitschrift)1889-!916
Neumayer, Merch瀰r(1845^-1890)=Erdgeschichte.1886.
Ranke, Johannes(1836^1916)Der Mensch.1885.
von Hartmann, Eduard(1842^-1906)Die Gegen wart:(Zeitschrift)1872-1931.
8a.a.●.5.78. Anm.42.
9シ ュ レー バ ー は 以 下 の よ う な 文 脈 で 父 の 体 操 書 に つ い て 言 及 し て い る。
「ベ ッ ドに お い て 男 性 は 横 向 き に 、 女 性 は 仰 向 け に 寝 る 、(い わ ば 「受 け 入 れ る 側 」 と して つ ね に 性 交
の さ い に 合 致 し た 状 況 に あ る)と い う こ と を 魂 た ち は よ く知 っ て い た 。 これ ま で の 生 活 で こ の よ う な こ
と に ま っ た く注 目 し て こ な か っ た 私 は 、 魂 た ち か ら初 め て 教 わ っ た の で あ る 。 こ の 問 題 に つ い て 、 私
は た と え ば 、 私 の 父 の 『医 療 的 室 内 体 操 』 を 読 ん で み た が(第23版102ペ ー ジ)、 医 師 た ち で さ え 、 こ
の よ うな こ とに は 詳 し く な か っ た よ うで あ る 。」Schreber:a. a.0.,S.166.
 手元 に あ る 『医療 的 室 内 体操 』 第25版 〔Daniel Gottlob Moritz Schreber:ﾄrztliche
Zimmergymnastik. i eipzig.1894.〕 で、 該 当 の箇 所 を探 してみ る と、 「病 的 で虚 脱感 を伴 う度 重 な る
夢 精 のた め の処方 箋 」に つ い ての 項 目で あ り(101ペ ー ジ か ら)、それ に対 応 した体操 の や り方 が記 され
て い る。 シ ュ レー バ ー の い う102ペ ー ジで は 、 こ とにひ どい場 合 の処 方 と して、寝 る前 の 半 身冷 水 浴
と水浣 腸 、 また例 外 的 に仰 向 け で はな く、左 右 交互 に寝 返 りを うって寝 る こ と、そ して起 床 後 に性 器
と会 陰部 を洗 浄す る こ とを 勧 め て い る。
 シ ュ レーバ ー の父 お よび 、 当時 の ロマ ン主 義 的 医学者 お よび 生理 学者 に とっ ては 、睡 眠 は た い へ ん
重 要 であ っ た。 モ ー リツ ・シ ュ レー バ ー が序 文 を書 い た 、 カール ・フ ィ リ ップ ・ハ ル トマ ンの 『至 福
の 教 え』(初 版1808年 、 シ ュ レー バ ー は 改訂 版 を編 集)や 、 同時 代人 のエ ル ン ス ト ・フォ ン ・フォ イ ヒ



















 イギリスの物理化学者ウィリアム ・クル ックスは、真空放電による光線の発生― この
光線は今 日 「陰極線」と呼ばれる一 の研究から、光線の正体を探ろうと試みたが、この
研究はのちの、レン トゲンによるエックス線の発見やマックスウェルの電磁波、アインシ
設 け られ て い る。 シ ュ レーバ ー の こ こで の言及 の 真意 は よ く分 か らな いが 、紙 幅 の都合 上 この 問題 に
つ い て は、稿 を改 めて論 じた い。
10Schivelbusch, Wolfgang Lichtblicke. Frankfurt am Main.1983/2004.
11竹 中亨 『帰依 す る世 紀末 』(ミ ネル ヴ ァ書房、2004年)、229頁 。 シヴ ェル ブシ ュ も前掲 書 にお いて
電 気 は この 当時 、人 体 に とって のエ ネル ギーで あ る と考 え られ てい た と述 べて い る。Vgl. Schwelbusch,
a.a. O.5.74.
izマ ー ヴィン は、1890年 代 ごろに は、 「電気 の 中 には生 命 を よみ が え らせ る ことの で きる神 聖 な力」
が あ り、それ に よって 「死 を まだ永 遠 に食 い止 め る こ とはで き ない と して も、少 な く とも命 を永 らえ
させ る こ とはで き る」 と考 え る人 々が 多数 い た こ とを指摘 して い る。 キ ャ ロリン ・マー ヴィ ン 『古





























";Vgl. Kirchhoff, Gustav Gesammelte Abhandlungen. Leipzig.1882.
MKh℃hhoff,a.a.0.
IS d u Prel=Entwick/U刀gsgeschichte des Welta」+ls. S46
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た、近代天文学の確たる基盤である」16と 述べ ている。デ ュ ・プ レルはこのことを根拠 と
して、宇宙の歴史 と地球の発達史を同 じ言葉で、同 じス トー リーの上に描き出すのである。
シュ レーバーの読んだ 自然科学的な著作の多 く一 ッケル をは じめ、シュテルネや ノイ
マイヤー も― は、デュ ・プレル とおなじく、天体の歴史か ら筆 を起こし、地球の歴史、
生物 の歴史へ と順を追 って論述 してゆく。彼 らの編年的な歴史記述 を図式化 したのが、ヘ




































19世 紀半ばに活躍 した生理学者 ヨハネス ・ミュラー(1801～1858)は 『人体生理学のて
に見 え るはず 、理 論的 には この よ うにな って い るはず)を 込 め られ た 、偽 りのイ メー ジを提 示 して い
るだ け であ る。 それ は、本 来 は把 握不 可能 な天 体 のイ メー ジ を偽 りの領 域 にお いて 、拡 大再 生産 させ
る こ とにな る。 そ の成 果 が フ ラマ リオ ンの火星 の居住 可能性 につ いて の研 究や 、ア ン トニア ジの詳 細
な火 星地 図 で あ る とい うこ とが でき るだ ろ う。
ブル ー メ ンベ ル ク 『コペル ニ クス的宇 宙 の生成I』(後 藤 ・小熊 ・座 小 田訳 、法 政大 学 出版 局、2002
年)、157頁 参 照。












 ミュラーの ピアノ仮説 を批判 したのが、 自然形 而上学者 ヘルマ ン・ロッツェ(1817～
1881)で ある。 ロッツェによれ ば、 ミュラー の説では、 ピアノを叩 くとい う動作をお こな
う魂/生 命原理 に、空間的な存在要件 を与えることになって しま うとい うのだ。 ロッツェ









, Johannes Handbuch der Physiologie des Menschen. Loblenz.1833/1844.
22こ の 点 に つ い て は、エ ドワー ド・S・リー ド 『魂 か ら 心 へ  心 理 学 の 誕 生 』(村 田純 一 訳 、青 土 社2000
年)、139頁 以 下 、 お よ び 川 喜 田 愛 朗 『近 代 医 学 の 史 的 基 盤(下)』(岩 波 書 店 、1977年)、684頁以 下 を
参 照 。
zs Lotze, Rudorf Hermann Mikrokosm us. Leipzig.1896,5.340.
24a.a.O.5.373.
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れて しま う。 ロッツェもまた魂 とい う概念の













損傷 と対応す るはずだ とい う立場に立っていた。 このよ うな研究の結果、フ レックシ ヒは







 このよ うに市民の生活を支配す るべ く浸透す る、実証的 自然科学の言説に対 しての抵抗
として、心霊学における魂の探究があったのではないだろうか。1880年 代から1900年 ご
ろの心霊学の流行において、クル ックスやカ―ル ・デュ ・プ レル、フランスのカルデ ック
そ してロシアのア レクサ ンダー ・アクサ コフ らをその代表的な人物 として挙げることがで
きる。彼 らは先に述べたよ うな、神経解剖学 ・生理学的な研究を参照 しつつ、交霊術や催
z:,Flechsig, Paul Emil Gehirn und See%Leipzig 1896.






 デュ ・プ レルは、死後の人間の魂は、「私たちの眼
には見えないが、人間の網膜 よりも感度のす ぐれた写
真の乾板 には写る」27と考えていた し、またアクサコ
フは 『アニ ミズム とス ピリティスム』に多くの心霊写
真を取 り上げている。(図6)28さ らに1894年 には、
フランスの リシェらを中心にエク トプラズム  ロ、
耳、鼻腔な どか ら発生する細い糸や布のよ うな物質。














図7エ ク トプラズム―-何 人もの顔が
浮かび上がっているのが分かる。
27du Prel, Carl=Der 7bdDas Jenseits Das Leﾘn im Jenseits. M?chen.1899. S―26―
sa Vgl. Aksakov, Alexander Animismus undSpiritrsmus i?ersetzt von Wittig)Leipzig 1894.
29長 谷 正 人、 中 村 秀 人 編 訳 『ア ン チ ・スペ ク タ ク ル 』(東 京 大 学 出 版 会2003年)、201頁 。
30イ ヴ ォ ン ヌ ・カ ス テ ラ ン、 『超 心 理 学 』(田 中 義 廣 訳 、 白 水 社1996年)、91頁 。
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4,外 部と内部、あるいは可視化された世界をつなぐ光
 これまでに論 じてきた19世 紀後半における物理学、生物学、神経生理学、そして心霊
学において見出される一定の方向性がある。それは、世界の図像化 ・テクス ト化である。
 第2節 にのべた、分光学と進化論をきっかけに流行 した宇宙進化論的自然史とい う発想










とまりのテクス トへ と整理すること、そして人間の外部世界 と内部世界を同 じ言葉で語る
ことであったといえよう。
 この、外部世界 と内部世界の接続 とい う問題について、シュレーバー を参照 しよ う。シ
ュレーバーは、 自分の身体や精神が、 自分の外部にある機 関によって動か され、管理 され
ている と考えてい る。その外的な機 関の中心が神であ り、神 に仕 える死後の魂たちが、シ
ュレーバーのも とへ と光線 と して飛来 しては、言葉 によって彼を傷つける。それ らの光線
の前進 基地 のよ うな機 関一 彼の言葉によれば 「筆記制度」(Aufschreibesystem)と いわれ














 シュ レーバーの これまでの記憶 は、 「どこか遠 く離れた天体」に置 かれ、32そ れ らは「筆
記 資料」として、光線によって シュ レーバーの思考へ と運び込まれ る。神や光線たちの目
的はシュレーバーが言 うには 「私の悟 性の破壊、すなわち私の痴呆化を目指すJ33こ とだ















an a. .0. S.231.
一36一
た」シュ レーバー のよ うな人間に とっては造作もない ことである。身体の中に取 り込んだ
光線 を使 って、DVDを 再生する ように、シュレーバーはみずか らの記憶 を呼び出 し、映




シ ュレーバー にお いて、この一種の言説 と光線の循環、あるい は交通関係 は、他者 の介
在 しない自分ひとりの世界で行われる。もはや世界滅亡後のだれもいない世界で、痴呆化
して しまった死者の魂た ちに囲まれ て暮 らすシュ レーバーにとっては、35外 部の世界は、
外部(=他 者)の 世界 としての意味を失い、広大な自己の世界の一部となっているのだ。












76シ ュレーバーにおける外部の世界と内部の世界の混同(あ るいはその境界の消滅)に ついては、「精
神の目」についての記述が注 目に値する。















 内部の世界 と外部の世界、私 の精神の領域 と私を取 り巻 く世界が、同じ原則 に則って動
いているとい うイ メージ。 シュ レーバーだけにかぎった ことではない、これまでに とりあ
げてきた多 くの人物-― ヘ ッケルやデ ュ ・プ レル、フラマ リオンや ロッツェ― はみな一
様に、彼 らの見 出した諸法則のもとに、外の世界 と内側 の世界 を結び付けよ うと試みたの
である。世界は―個の有機体、ない し機械である、とい うのが彼 らの主張である。 しか し
なが ら一体 ど うして、そ う言い切れるのか。
















ら の 肉 体 と い う壁 を 越 え 、 知 覚 可 能 な 領 域 を 無 限 大 に 拡 大 し て い る の だ 。
s7 Nietzsche, Friedrich S舂tliche Werke. Kritische Studienausgabe, Bd.3. Coli, Giorgio/
Montinari, Mazzino(Hrsg). Berlin/NewYork 1980, S.469.
38a.a.0. S.473.
―38一
人間た ちとい う共通項 を失った世界において、彼 の発見 した認識 を支 えるのは、彼 自身、










また、エ ドゥアル ト・フォン ・ハル トマンは心霊主義を批判 しながらも、交霊術における
超常現象は、霊媒の神経力が参加者に作用し、ある種の 「絶対的電話接続」を結ぶのだと
考えた。40化 学者のクル ックスも、英国科学振興協会における演説において、X線 と同様
に、われわれの思考を伝達する極小の波動が存在することを予言 している。41ま た、第二




39du Prel:ヱ)θ]r 78d Das Jenseits.乙)as Leゐen im Jenseits. S,23.
ao Kiewwetter, Karl Geschichte des neueren Occultism us. Hildesheim.1977,5.711.
Hagen,Wolfgang Radio Schreber.Weimar.2001, S.51ff.
41Crookes, W且 五am:勘oπo!功 θ3∠吻 尸θ勧 跏 ηθθ跏80!功 θ.8rztishAssocration for the
AdvancementofScience. London.1899.
 また 、1903年 にナ ン シー 大 学 の ブ ロン ロや シ ャルパ ンテ ィエ はX線 を 増幅 す る際 に、新 た な放 射線
を発 見 し、N線 と名 づ けた 。彼 らに よれ ば 、 N線 は人 間 の神 経 系 お よび 脳 髄 か ら発 せ られ 、 人 の思 念
を外 在化 す るこ とが で き る とい う。 しか し、多 くの研 究 者 の実 験 に よ りN線 は実 在 しない こ とが 判 明
した。
Vgl. Blondlot, Rene, J. Garcin(translation):"N`Rays. NewYc〕rk. Bombayl 1904―Pi駻on, Henri:
Glandeur et d馗adence des rayons/V. In:L'Annﾘpsychologique. Paris.1907, p.143.
42Galton, Francis=Intelligible Signals between Neighbouring―Stars. In:、Fbr加18カ あヶ.磁 瘍θ曜vol.60.
1896,S.657.































る(も ちろんそ こにはシュレーバー の脱男性化や痴呆化、新たな人類創出の 目論見 も含 ま
れ ている)。 一方の シュレーバーは、光線 として彼 のもとに押 し寄せ る魂た ちを身体に取
り込んで、神経に書 き込まれた記憶 を読み出 し、神 に向かって開示 して、神や魂たちの目
を欺 こうとする。 もはや説明す るまで もないが、神 の奇跡や 「筆記 制度」 による攻撃 も、
シュ レーバーによる 「描 き出 し」 も、や っていることはほとん ど変わ りがないのだ。 シュ
レーバー と彼の云 う神 とは、表裏一体 の関係であ り、互 いを無限 に写 し合 う合わせ鏡 なの
である。
 シュ レーバー と神 とが、一対一の対称関係であるとすれば、彼は世界の出来事すべてを
認識 し、世界を動 か してい るとい うことになるのだろ うか。いや、そ うではない。事実シ
ュ レーバーは苦 しんでいる。神の光線 によって、思考 をか き乱 され 、身体 を傷っけ られ 、
男性性 を奪われ よ うとしてい る。そ して同時に、光線 を集 めて精神の安定 を得た り、「魂
の官能的快楽」にふけつた りもしている。 この苦 しみや悦びは、 どこか らくるのか。 シュ
レーバーの世界にはeい まだ彼 自身理解 し得ない、そ して 自らが理解 し得 ない とい うこと
を認 めることができない不可知の領域、あるいは不可知の力が あるのではないだろ うか。







 シュ レーバー を動 か してい るの は、「目的思考Jで ある。あ らゆる行動、意思的 ・無意
識 的、あるいは本能的 な行動まで もが、「目的思考」 に支配 されてい るのであ る。 「目的思
考」によって、彼 の世界 を動か しているのは、おそ らくシュレーバ ー 自身であろ う。 あら
ゆることを自問 し、決定 し、行動に移す。これ らすべてはシュ レーバーひ とりに よってな
as Schreber, a.a.0. S.314.
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されて いるはずである。そ うでなければ、彼は生 きることができない。た とえば、光線 に
よって身体 をずたずたにされたシュレーバーは、なくなったはずの胃袋に、食べ物を詰め

























を神 にさえも与 えていないことがはっき りわかってきた。(傍 点は引用者)47
神はあ りとあらゆるものを創造 し、統御 してきたはずである。 しかしながら神をもその一
部 とする世界秩序は、神です ら動かすことはできない。神自身もまた、世界秩序 という大
きな力の前では無力なのである。48こ こで、第一章に簡単に説明しておいた世界秩序が、
ほとんど 岶 的思考」 と同様の意味を持つことが分かる。

















とを想起しておきたい。ヘ ッケルは 『宇宙の謎』において、人間の意識 とは高等動物にお
いてその神経系を形成する 「霊魂素」に宿るものであり、それは無機物の原子が持つ親和
47a.a.0―S.204.
48シ ュ レーバ ー は、神 が い か に人 間 に 関 して無 知 で、 ば かげ た作 戦や戦 略 を繰 り返 して は 、 そ のつ ど
何 の 効果 も挙 げ られ て い ない か 、 とい うこ とを冷 静 に分析 して い る。Vgl. a.a,0―SS―264ff.
一43一
力や、意志を意味する 「原子霊魂 」と大 して変わ らないと考えていた。49ま た、人間の意
識 は物質的な ものであるか ら、 自然の秩序によって動か され、自由な意志な どはな く、個
体 の死 とともに消滅す るものだ としている。 これに対 し、デュ ・ボア ・レーモ ンは、『宇
宙 の七つの謎』 の第七の謎 としてこの 「意志 の自由」の不可知性を とりあげた。デュ ・ボ
ア ・レーモ ンは、ヘッケルが物理的条件や機械論的考察によって発見できない物質や人間















9s Haeckel, Ernst Die Weltr舩sel. Stuttgart.191911984, S.255.
so du Bois-R,aymond, Emil Vortr臠e?er Philosophie und Gesellschaft. Berlin 1974,5.166.
51du Pre1, a,a―0.5.359.
52デ ユ ●プ レル は 当時流 行 した多世 界 論 にっ いて も多 く言 及 してい る。 彼 は 『神秘 哲学 』 の なか で、
仮 に いつ の 日か 宇 宙 唯物論 者会 議 の よ うな ものが 開 かれ た ら、 それ ぞれ の 星 の ビュ ヒナー の よ うな連
中 が 参加 す る だ ろ うが、 自 らの感覚 と認識 に しか 頼 らない彼 らは 、き っ とほ とん ど何 も得 る こ とは で
きな い だ ろ う と述 べ 、超 自然 的 ・観 念 的宇 宙観 を一切 認 め ない ル ー トヴィ ヒ ・ビュ ヒナ ー らを批 判 し
て い る。du Prel:Die Philosophie der Mystik Leipzig.1910, S.530.
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 あるいは、彼 らが直面していたのは、無意識の発見とも言うべき事態だったのかもしれ
ない。実際、1868年 に出版されたエ ドゥアル ト・フォン ・ハル トマンの 『無意識の哲学』
は、19世 紀後半にもっともよく読まれた哲学書53といわれるほど、「無意識」 とはアクチ

















53エ ドワー ド・S・リー ド『魂から心へ 心理学の誕生』、200頁 。
54多 賀茂によればハル トマンの 『無意識の哲学』は、出版後10年 にも満たない うちにフランス語訳
が出されたとい う。これに対しショーペンハウアーの 『意志と表象としての世界』のフランス語訳は
1886年 、ニーチェの受容は1890年 代以降である。このことからも、彼の影響力がどれほどのもので
あったかが想像できよう。 多賀茂 『象徴の場 としての無意識 ハル トマン、ヘルムホルツ、ルスロ』、
〔宇佐美斉編 『象徴主義の光と影』(ミネルヴァ書房、1997)、248―261頁 〕、248頁 。
55無意識 という術語を使った場合、それがフロイ ト的なものであるのか、それともハル トマン的な意
味での無意識なのか、あるいはそのどちらでもないのか、ということをとりあえずははっきりさせな
ければならないだろうが、シュレーバーのいう瑁 的思考jを既存の精神分析学、あるいは形而上学の
理論によって読み解くことは少なくとも本論考の目的とするところではない。 しかしながらフロイ ト
やハル トマンの「無意識Jの思想は、それらの登場した背景を描き出すことによって、シュレーバー研
究にとっても大きな意味を持つことはい うまでもない。
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むすび
 本稿では以上のように、シュレーバーにおける光線 と言葉の結びつきを、同時代の自然
科学および心霊学の言説の中から考察し、その発想が、同時代的に見られる、精神活動の
可視化・図像化という予感あるいは願望を吸収したものであることを示した。最先端の、
流行の知識を吸収 したシュレーバーは、それらの著者たちが勇み足的に表明してしまった
根拠のない仮説や、いまだ科学的事実とはいい難い予感をも共有し、その世界観を構築 し
ていったのである。そして彼の同時代人が不可知の領域と位置づけた人間の自由意志、あ
るいは自己意識の問題の前に、彼もまた苦闘したのである。
 シュレーバーは宇宙空間に、自らの記録が保存されている機関を想像した。彼の世界が、
彼自身が作 り出した神の世界との映し合い、すなわちシュレーバーの自己意識の反映によ
って構築されているのであるとすれば、なにゆえ彼の自己意識は、宇宙へと拡散してしま
ったのだろうか0人 間の感覚器官である自らの身体を飛び越えた自己意識とは、一体どう
い うことなのだろうか。宇宙空間を通した死者の魂との対話とは、いったいどこで誰によ
ってなされているのだろうか。これらの問いについては、さらなる考察が必要である。
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